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激変の自然界が問う
～真の人間性が授かる命を救う～
　
　５月 31 日（日）に放送されたNHK スペ
シャル『ヒグマ～異変の海に生きる～』を見て、
しばし考えさせられるところがありました。
　所は北海道。世界自然遺産に指定されてい
る知床半島。オホーツク海に面した雄大な自
然に、ひたひたと忍び寄る環境の変化。そこ
に生息するヒグマを追った記録映像に、静か
なそして深い衝撃を受けました。
　急速に進む地球温暖化により、オホーツク
海を覆うはずの流氷がなかなか現れなかった
と言う。流氷による植物プランクトンがもた
らす海の恵みの激変が、生態系の頂点に立つ
ヒグマにも深刻な影響を及ぼしています。
　海の激変のみならず、陸上における異変も
深刻であると言う。冬場の寒さに耐え切れず、
越冬もできなかったエゾシカが、温暖化によ
りその命を存

ながら

え、大量に繁殖している。そし
て冬眠から覚めたヒグマが食するであろう野
の草々を、ほとんど平らげてしまう。
　急激に忍び寄る環境の激変が、カラフトマ
スや鮭の遡

そじょう

上を阻み、温暖な海に生息するは
ずのぶりが、北海の海を回遊し始めている。
　この大自然の営みの変化が、ただ自然界の激
変として傍観されるものではないと身に染みて
感じているのは、私一人ではないと思います。
　コロナ禍以降の出生児の激減は、我が町の
みならず、県内そして日本全国に渡る深刻な
問題であります。
　授かる命が遠のく現実。それは人間界のみ
ならず、全ての生きとし生けるものが直面し、
顕在化してきている現実の証ではないかと思
われてなりませんでした。
　人間の驕

おご

りが自然界を通して警鐘を鳴らし
ています。この人間の慢心がこの世を覆いつ
くすか、あるいは、必死に改善しようとする
真の人間性がこの世を救うか、今がその分岐
点であると思われてならないのです。

今年も開催します！朝日町×ミズノ

ウォーキング教室
参加者

 募集中！

開催日　※全て金曜日
開催日 申込締切日

第１回 6 月 26 日 6 月 24 日
第２回 7 月 31 日 7 月 29 日
第３回 10 月 30 日 10 月 28 日
第４回 11 月 27 日 11 月 25 日
第５回 1 月 29 日 1 月 27 日

時　間　午後１時 30 分～午後３時（受付開始：午後１時）
会　場　北部公民館（秋葉山交遊館）ホール
持ち物　飲み物、室内用ズック、タオル
講　師　一般社団法人ケア・ウォーキング普及会代表理事
　　　　黒田 恵美子 氏
定　員　先着 30 人程度
参加費　無料
申　込　申込締切日までに、申込フォーム（左の二次元コード）
　　　　または下記連絡先へお申し込みください。

申込・問合せ先　健康福祉課 保健医療係　☎６７- ２１１６

◀お申し込みは
　こちらから

　毎年大人気の「ウォーキング教室」を、今年度も開催します。昨年度に引き続き、
ミズノ株式会社ウォーキング部門講師の黒田恵美子氏を迎え、全５回で行います。
　第１回と第５回の教室では、体組成測定も実施します。全５回のうち、都合
のよい日のみのご参加も大歓迎です。教室当日は動きやすい服装でお越しくだ
さい。多くの皆さまのご参加をお待ちしています。

ウォーキング教室講師
黒田 恵美子 氏

　５月 17 日に行われた町消防団春季消防演習にて、
あさひ保育園の年長クラスの児童 16 人が幼年消防
クラブの団員として放水訓練を行った際の様子です。
　訓練後には「火遊びは絶対にしません」の力強い
宣誓と防火パレードを実施。消防団員にも負けない
機敏な動きで、防火の啓発を行いました。

（８ページに関連記事有）
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　　特集　星の会が目指す場所

星の会が目指す場所

▲�昨年整備した駐車場。マルシェ会場にもなり、多く
の出店やキッチンカーなどでにぎわう

“ つながり”を大切に、町に活気を

　前田沢交差点近くにある古民家「すんたく今井家」。５月 16 日、こちらから楽し
そうな笑い声が聞こえてきました。
　声の出どころは、たくさんの来場者でにぎわう「すんたく市」。町民有志で活動し
ている「星の会」主催のマルシェイベントです。今号では、民話を観光資源として活
用し、後世へ継承するため活動を続ける「星の会」を特集します。

昔
話
で
ま
ち
お
こ
し
を

　
「
星
の
会
」
は
、
町
に
伝
わ
る
昔
話
を

語
り
継
ぎ
、
民
話
を
観
光
資
源
と
し
て
ま

ち
お
こ
し
を
し
よ
う
と
い
う
思
い
か
ら
立

ち
上
が
っ
た
町
民
有
志
の
団
体
で
す
。
前

田
沢
に
あ
る
古
民
家「
す
ん
た
く
今
井
家
」

を
拠
点
に
、
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
星
の
会
の
活
動
は
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
や

小
中
学
校
と
協
働
の
地
域
学
習
な
ど
で
昔

話
や
寸
劇
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
語

り
の
会
つ
む
ぎ
」
の
有
志
が
「
す
ん
た
く

今
井
家
」
に
魅
了
さ
れ
、「
こ
の
古
民
家

で
昔
話
を
語
り
た
い
」
と
発
起
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。

す
ん
た
く
今
井
家
と
の
出
会
い

　
「
趣
深
い
建
物
、
歴
史
を
感
じ
る
蔵
、

季
節
の
花
が
あ
ふ
れ
る
広
い
庭
。
そ
の
全

て
が
魅
力
的
で
し
た
」
と
語
る
の
は
、
星

の
会
会
長
で
あ
る
成
原
千
枝
さ
ん
。
今
井

家
分
家
の
新
た
な
家
と
し
て
建
て
ら
れ
た

こ
の
古
民
家
は
今
井
家
の
「
新す

ん
た
く宅

」
と
呼

ば
れ
て
い
た
建
物
で
す
（
下
記
ト
ピ
ッ
ク

参
照
）。

　
成
原
さ
ん
ら
「
星
の
会
」
立
ち
上
げ
メ

ン
バ
ー
は
、
持
ち
主
の
今
井
幸
彦
さ
ん

に
思
い
を
伝
え
て
使
用
の
許
可
を
い
た
だ

き
、
２
年
間
に
及
ぶ
掃
除
や
周
辺
整
備
を

行
っ
た
の
ち
、
約
１
４
０
年
の
歴
史
を
持

つ
古
民
家
で
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。
平
成

27
年
か
ら
今
年
で
12
年
目
を
迎
え
、
会
員

数
も
12
人
と
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
が
輝
け
る
星
に

　
「
星
の
会
」
の
名
前
の
由
来
は
、
拠
点

と
す
る
新
宅
今
井
家
の
屋
号
で
あ
る
丸ま

る

五ご

星ほ
し

が
関
係
し
て
い
ま
す
。
丸
五
星
は
漢
数

字
の
五
の
下
に
黒
い
点
が
つ
い
て
い
る
の

が
特
徴
で
、
こ
の
点
が
分
家
の
印
と
し
て

「
星
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
「
星
」
と
い
う
表
現
を
引
用

し
、
さ
ら
に
「
星
の
よ
う
に
、
私
た
ち
も

町
民
も
、
町
も
輝
い
て
い
け
る
よ
う
に
」

と
の
願
い
を
込
め
て
「
星
の
会
」
と
名
付

け
ま
し
た
。

「すんたく今井家」の表玄関

すんたく今井家 とは？
　ルーツは、青苧取引や生糸、金融
業で栄えた今井五郎八家。明治 24

（1891）年に、その分家の新宅と
して建てられたため、「新

す ん た く

宅今井家」
と呼ばれました。
　また、今井家の周辺は、かつて山
形市へ通じる街道宿であり、地域住
民から「宿

しゅく

」と呼ばれていました。
　星の会は、活動拠点となるこの

古民家の新たな呼び名として、「新
宅今井家」と「宿」を掛け合わせ、

「新
す ん た く

宅今井家 宿
しゅく

のやかた」と命名。
　令和４年に町の所有となり、その
タイミングで「すんたく今井家」と
なりました。星の会の活動開始から
12 年。今では地域でもこの呼び名
が定着し、新たな町の観光拠点とし
て親しまれています。

星
の
会
の

成
り
立
ち

建物内は、広々として明るい雰囲気庭には池があり、美しい庭園の趣を感じる

丸五星のちょうちん

星の会メンバーとボランティアの中学生たち
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　　特集　星の会が目指す場所

輝
く
町
に
す
る
た
め
に

今回インタビューに答えてくださった星の会会員の皆さん。
写真左より、佐竹 敏子さん、吉村 智子さん、成原 千枝さん（会長）、西澤 敬子さん

各種イベント
開催日程

星
の
会
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

▶�

５
月
16
日
の
す
ん
た
く
市
で
も
、
朝
日
中
学

校
の
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し

ま
し
た

Instagram

すんたく今井家
@kominkaimaike

Facebook

民話でまちおこし
星の会

＋
α
を
考
え
る

　
こ
れ
ま
で
、
す
ん
た
く
今
井
家
で
の
各

種
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
外
国
か
ら
お
越
し

の
方
に
着
物
の
着
付
け
や
抹
茶
、
習
字
な

ど
を
体
験
し
て
も
ら
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

応
、
夏
祭
り
や
蔵
を
活
用
し
た
今
井
家
ゆ

か
り
の
品
の
展
示
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

企
画
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
に
は
定
番
に
な
り
、
定
期
的
に

開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
も
あ

り
ま
す
が
、
毎
回
同
じ
内
容
で
は
な
く
、

常
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
内
容
を
考
え
る

こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
の
す
ん
た
く
市
で
も
マ
ル
シ
ェ
に

加
え
、
同
時
開
催
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。
来
場
者
の
皆

さ
ん
に
毎
回
新
鮮
な
気
持
ち
で
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。

町
全
体
に
活
力
を

　
人
口
減
少
が
続
く
な
か
、
星
の
会
の
活

動
を
通
じ
て
、
ま
ず
は
私
た
ち
会
員
自
身

が
元
気
に
な
り
、
そ
の
元
気
が
広
が
っ
て

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

た
び
に
集
ま
っ
て
く
だ
さ
る
人
も
多
く
、

本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。
今
後
も
、
そ

う
い
っ
た
つ
な
が
り
を
た
く
さ
ん
つ
く
れ

る
よ
う
に
活
動
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

伝
統
を
重
ん
じ
て

　
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す

が
、
特
に
、
日
本
ら
し
い
伝
統
的
な
行
事

を
も
っ
と
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
七
夕
の
笹
飾
り
や
お
正
月
の

餅
つ
き
な
ど
、
年
中
行
事
で
あ
り
な
が
ら

あ
ま
り
自
宅
で
は
体
験
で
き
な
い
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
に
着
目
し
、
文
化
を
継
承
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
裏
の
林
の
中
を
散
歩
で
き
る
よ

う
に
遊
歩
道
の
整
備
を
し
た
り
、
東
屋
の

設
置
な
ど
も
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

裏
庭
に
は
ハ
ー
ブ
園
も
あ
る
の
で
、
今
後

は
そ
の
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
お
茶
会
な
ど

で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
全
体
に
活
力
を
与
え
ら
れ
れ
ば
と
い
う

思
い
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
す
ん
た
く
市
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
下
火
に

な
っ
て
い
た
町
の
活
力
を
も
う
一
度
復
活

さ
せ
た
い
、
と
い
う
思
い
か
ら
始
め
た
こ

と
で
し
た
。

　
人
が
集
ま
る
と
、
そ
こ
に
は
笑
顔
が
生

ま
れ
ま
す
。
そ
れ
は
と
て
も
素
敵
な
こ
と

古民家オープンガーデン
　～ハーブティーを楽しもう～
　 日 ６月 20 日（土） 午前 10 時～正午
　 場 すんたく今井家
　　※予約不要、参加費 200 円／人

夏まつり
　 日７月 18 日（土）　 場 緑ヶ丘公園

吉川 よしひろさん
　チェロコンサート
　 日 10 月17 日（土）　場 すんたく今井家

マルシェ出店 ※町芸術文化祭内にて
　 日 11 月３日（火・祝）　 場 創遊館

庄司 紗千さん コンサート
　 日 12 月 19 日（土）　場 すんたく今井家

古民家落語
　春風亭昇りん＆笑福亭希光二人会
　 日 １月 16 日（土）　 場 すんたく今井家

ひなかざり展
　 日 ３月 12 日（金）～ 16 日（火）
　 場 すんたく今井家

ヨガ教室 ※定期開催
　 日 毎月第２木曜日
　　午前 10 時～午前 11 時 15 分
　 場 すんたく今井家

※�上記の情報は予定になります。最新情報は星
の会の各種SNSをご覧ください。

今
井
家
は
「
町
の
宝
」

　

今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
く
う
え
で
、

会
員
の
高
齢
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
20
代
の
会
員
も
い
る
も
の
の
、

や
は
り
毎
週
の
草
刈
り
や
、
施
設
の
維
持

修
繕
は
と
て
も
大
変
な
作
業
で
す
。

　
し
か
し
建
物
と
い
う
の
は
、
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
ず
れ
無
く
な
る
も
の
で

す
。
今
井
家
は
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
こ
の
時
代
の
建
築
物
は
ど
ん
ど

ん
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

面
で
も
、
す
ん
た
く
今
井
家
は
非
常
に
貴

重
な
も
の
で
あ
り
、私
た
ち
は
「
町
の
宝
」

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
後
世
へ
伝
え
て
い

く
た
め
に
も
維
持
活
動
を
頑
張
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

温
も
り
あ
ふ
れ
る
場
所
に

　
活
動
に
あ
た
り
、
ま
ず
自
分
た
ち
自
身

が
興
味
を
持
っ
て
、
楽
し
い
と
思
え
る
イ

ベ
ン
ト
を
つ
く
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
そ
の
雰
囲
気
か
ら
、
皆
さ
ん
に
「
行

き
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
場

所
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
参
加
者
の
方
か

ら
も
「
心
が
あ
た
た
か
く
な
る
」
と
の
声

を
い
た
だ
き
、
と
て
も
励
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
古
く
か
ら
あ
る
伝
統
的
な
も
の
、

そ
し
て
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し

て
、
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
楽
し
め
る
よ
う
な

場
所
を
つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
会
員

一
同
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。ぜ
ひ
気
軽
に
、

ふ
ら
っ
と
遊
び
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

つ
な
が
り
が
生
む
力

　
イ
ベ
ン
ト
の
際
は
、
出
店
者
用
テ
ン
ト

や
休
憩
用
の
机
の
搬
出
な
ど
重
労
働
も
多

い
で
す
が
、会
員
の
家
族
か
ら
の
協
力
や
、

マ
ル
シ
ェ
開
催
初
期
か
ら
続
く
中
学
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
も
あ
り
、
そ
う
し
た

つ
な
が
り
か
ら
協
力
し
て
く
だ
さ
る
方
の

存
在
が
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
朝
日
中
の
皆
さ
ん
は
素
直
で
や
る
気
に

満
ち
て
お
り
、
自
分
か
ら
仕
事
を
見
つ
け

て
率
先
し
て
動
い
て
く
れ
る
の
が
素
晴
ら

し
く
、
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
で
な
く
て
も
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
に

協
力
し
て
く
だ
さ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。

み
ん
な
の
力
で
、
町
を
よ
り
良
く
で
き
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。

　
12
年
の
活
動
で
、
た
く
さ
ん
の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ

て
き
た
星
の
会
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
対
す
る
思
い
や
、
今
後
の
向
か

う
先
に
つ
い
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

星の会が主催する夏まつりの模様。
多くの人が集まり、たくさんの笑顔がこぼれます

星の会主催
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町消防団春季消防演習
■危機管理対策室　☎６７- ２１１１

空気に感謝する議会
■議会事務局　☎６７- ３３０６

窓口に軟骨伝導イヤホンを設置
■総務課　☎６７- ２１１１

　　町政スポット　　

町
小
学
校
陸
上
競
技
記
録
会

５年男子 １位 記録 ２位 ３位
100m 峯田　櫂成（宮） 16 秒８ 安藤　雷耶（宮） 八巻　　昴（宮）
70mH 菅井　悠翔（宮） 14 秒０ 阿部　莉斗（宮） 志藤　桜介（西）
1000m 峯田　櫂成（宮） ３分 40 秒７ 川村　絢都（大） 鈴木　利起（宮）
走幅跳 安藤　雷耶（宮） 3m46cm 志藤　春人（大） 髙橋　　源（宮）
走高跳 ※記録なし

男女混合 １位 記録 ２位 ３位
400mリレー 宮宿小 A １分１秒７ 西五百川小Ａ 大谷小Ａ

（宮 宿 小 A チーム選手　　高橋 ひまり・岡﨑  莉緒・阿部  寛大・今井  琥春）
（西五百川小 A チーム選手　　白田  悠佳・樋口  瑠月・若月  湊大・海野  玄馬）
（大 谷 小 A チーム選手　　遠藤  　晴・白田  詢也・長岡  和花・白田  真悠）

５年女子 １位 記録 ２位 ３位
100m 長岡　和花（大） 15 秒８ 鈴木　志苑（宮） 鈴木　伶菜（西）
70mH 鈴木　伶菜（西） 16 秒１ 佐藤　愛菜（宮） 川村　望蘭（大）
800m 長岡　和花（大） ２分 56 秒８ 鈴木　志苑（宮） 阿部　桜空（西）
走幅跳 ※今年度は実施なし
走高跳 渡邉　日菜（大） 85cm

6 年男子 １位 記録 ２位 ３位
100m 今井　琥春（宮） 15 秒２ 阿部　寛大（宮） 海野　玄馬（西）
70mH 阿部　寛大（宮） 12 秒７ 白田　詢也（大） 五十嵐 千景（大）
1000m 今井　琥春（宮） ３分 33 秒１ 海野　玄馬（西）
走幅跳 飯野　心毅（宮） 3m50cm 佐藤　　望（宮） 遠藤　　晴（大）
走高跳 ※記録なし

6 年女子 １位 記録 ２位 ３位
100m 岡﨑　莉緒（宮） 16 秒０ 高橋 ひまり（宮） 白田　悠佳（西）
70mH 岡﨑　莉緒（宮） 14 秒０ 阿部　美昊（西） 長岡　瑚夏（西）
800m 樋口　瑠月（西） ２分 52 秒２ 白田　真悠（大）
走幅跳 渡邉　羽留（大） 2m90cm 鈴木　瑞穂（宮） 阿部　初香（宮）
走高跳 白田　悠佳（西） 1m23cm 羽柴 アイペリ（西） 高橋 ひまり（宮）

　
今
年
度
は
町
内
小
学
校
の
5・6
年
生
63
人
が
出
場
。
全
員
種
目
の
1
0
0
メ
ー
ト
ル
走
と
、
選
択
種
目
と
し
て

70
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
走
・
走
幅
跳
・
走
高
跳
・
持
久
走
（
男
子
…
1
0
0
0
ｍ
、
女
子
…
8
0
0
ｍ
）
か
ら
各
自

1
種
目
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　
一
人
ひ
と
り
が
自
己
ベ
ス
ト
更
新
を
目
指
し
、
全
力
で
競
技
に
挑
み
ま
し
た
。

期
日
…
５
月
20
日
／
会
場
…
西
五
百
川
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

月
定
例
会
を
「
空
気
に
感
謝
す
る

議
会
」
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
４
日
か
ら
10
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
た
議
会
定
例
会
で
は
、

４
日
の
本
会
議
開
会
前
に
全
員
で

空
気
に
感
謝
す
る
姿
勢
を
示
し
た

ほ
か
、
議
員
と
町
執
行
部
が
空
気

神
社
を
か
た
ど
っ
た
ネ
ッ
ク
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
着
用
。
ま
た
、
机
上
に

は
町
の
木
で
あ
る
「
ブ
ナ
」
の
幼

木
を
飾
り
、
町
を
挙
げ
て
「
空
気

に
感
謝
し
、
自
然
環
境
を
大
切
に

す
る
ま
ち
」
を
P
R
し
ま
し
た
。

　
役
場
１
階
の
健
康
福
祉
課
と
税

務
町
民
課
の
窓
口
に
設
置
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
利
用
を
ご
希
望
の

場
合
は
、
職
員
ま
で
気
軽
に
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。

※
使
用
後
は
消

毒
を
す
る
な
ど

衛
生
管
理
を
徹

底
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
安
心

し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
６
月
５
日
の
「
朝
日
町
空
気
の

日
」
に
ち
な
み
、
町
議
会
で
は
６

　
町
で
は
、
耳
が
聞
こ
え
に
く
い

方
が
窓
口
で
の
会
話
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
よ
う
、
窓
口
に
軟
骨
伝

導
イ
ヤ
ホ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
あ
さ
ひ
保
育

園
年
長
組
の
皆
さ
ん
が
法
被
を
ま

と
い
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
団
員

と
し
て
放
水
訓
練
を
行
っ
た
ほ

か
、
防
火
パ
レ
ー
ド
で
は
元
気
な

声
で
「
火
の
用
心
」
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

演
習
後
半
に
は
、
山
形
県
知
事

表
彰
を
は
じ
め
各
種
表
彰
が
創
遊

館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
消

防
庁
長
官
表
彰
（
永
年
勤
続
表
彰
）

を
受
賞
し
た
阿
部
春
樹
さ
ん
（
常

盤
）
は
、
受
賞
者
を
代
表
し
「
町

消
防
団
の
歴
史
を
積
み
重
ね
て
い

け
る
よ
う
、
誇
り
を
も
っ
て
活
動

し
て
い
き
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

５
月
17
日
、
創
遊
館
駐
車
場
を

会
場
に
町
消
防
団
の
春
季
消
防
演

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
演
習
は
、
町
消
防
団
の
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る
と

と
も
に
、
町
民
へ
防
火
・
防
災
を

呼
び
か
け
、
安
全
な
暮
ら
し
に
つ

な
げ
る
た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
、
総
勢
約
1
5
0
人
の

消
防
団
員
が
集
結
し
、
観
閲
や
分

列
行
進
、
ポ
ン
プ
車
隊
に
よ
る
一

斉
放
水
な
ど
を
実
施
。
団
員
た
ち

は
こ
れ
ま
で
の
訓
練
の
成
果
を
十

分
に
発
揮
し
、
正
確
か
つ
機
敏
な

動
作
で
演
習
に
あ
た
り
ま
し
た
。



2026.62026.6 1011

子ども・子育て支援金の創設に伴う

国民健康保険税率の改正について

　国の新たな子育て支援施策として、「児童手当の拡充」
や「妊婦のための支援給付事業」　などが令和 6 年度か
ら順次始まっています。
　この財源については、子育て世帯だけでなく、全て
の世代が負担し、令和８年度以降は各医療保険者が保
険料の一部として集めることとなっています。国民健
康保険については、国民健康保険税の一部として町が
集めた後、「子ども・子育て支援納付金」として県を通
じて国へ納めます。これに伴い、朝日町国民健康保険
の課税区分に、このほど「子ども・子育て支援納付金分」
が新たに設定されました。
　令和８年度の国民健康保険税率・額は下記のとおり
です。なお、その他の課税区分に変更はありません。
詳細については、7 月に納税通知書とともに送付され
るリーフレットなどをご確認ください。

医療給付費分 後期高齢者
支援金分 介護納付金分 子ども・子育て

支援納付金分
所得割 5.8% 2.7% 2.0% 0.29％

均等割（年額） 21,300 円 9,500 円 9,900 円 1,271 円
18 歳以上均等割 - - - 75 円
平等割（年額） 17,000 円 7,600 円 5,400 円 838 円

令和８年度の国民健康保険税率・額（朝日町）令和８年度の国民健康保険税率・額（朝日町）

国民健康保険
（市町村国保）

後期高齢者
医療制度

協会けんぽ
（主に中小企業従業員）

健保組合
（主に大企業従業員）

共済組合
（主に公務員・教員）

令和８年度 200 円 200 円 250 円 350 円 350 円
令和９年度 300 円 250 円 350 円 400 円 450 円

令和 10 年度 400 円 350 円 450 円 550 円 600 円

【参考】子ども・子育て支援金に関する国の試算【参考】子ども・子育て支援金に関する国の試算
　保険料の一部として集められる金額は医療保険者によって異なります。国が示す試算は下記のとおりで、令和
10 年度まで段階的に引き上げられる見込みです。

医療保険加入者一人当たり平均月額

後期高齢者医療制度の保険料率等も変わります
　後期高齢者医療制度の保険料率は、医療費などの推計を基に、２年ごとに見直しが行われています。
　今回の見直しでは、国民健康保険と同様に、子ども・子育て支援金制度の創設に伴い、後期高齢者医療制度（医
療分）とは別に、子ども・子育て支援納付金分（子ども分）の保険料が新設されています。
　改定される保険料率および保険料、賦課限度額は、下記のとおりです。

改定前
（令和６・７年度）

改定後
（令和８・９年度） 備考

所得割率 9.43％ 9.63% 所得に応じて負担いただく分を算定する際の率

均等割額 ４7,600 円 52,500 円 加入者が公平に負担していただく分

賦課限度額 800,000 円 850,000 円

【医療分】

【子ども分（新設）】
令和８年度

所得割率 0.25％

均等割額 1,373 円

賦課限度額 21,000 円

制度改正の内容や保険料率等
の詳細は、７月に郵送される保
険料額決定通知書に同封される
リーフレットをご覧ください。

子ども・子育て支援金制度 Q&A

Q.「子ども・子育て支援金制度」って？Q.「子ども・子育て支援金制度」って？ Q. 収入が少なくても、Q. 収入が少なくても、
　 支払う必要があるの？　 支払う必要があるの？A. �全ての世代や企業の皆さまから支援金を拠出いただ

き、子育て施策の拡充に充てるもので、子どもや子育
て世帯を社会全体で支える制度です。

Q. どうして「支援金制度」が必要なの？Q. どうして「支援金制度」が必要なの？
A. �近年、少子化・人口減少の進行が加速していることか

ら、政府は令和５年12月にこども未来戦略「加速化
プラン」を策定し、総額3.6兆円規模の次元の異なる
子ども・子育て支援の拡充を実施することを決めまし
た。支援金制度は、これを支える財源の一部です。

A. �支援金は所得に応じて負担していただきます
が、医療保険料と同様に、低所得の方に対する
保険料の軽減措置が設けられています。

Q. なぜ独身や高齢者も支払うの？Q. なぜ独身や高齢者も支払うの？
A. �子どもたちは成長し、やがて社会保障制度の担い手と

なります。そのため、子どもの育ちを支える支援金制
度は全ての方に関わるものであり、独身の方や高齢者
の方など全ての世代に加え、企業も含めた社会全体で
支える仕組みとなっています。

【問合せ】国民健康保険資格・給付に関すること … 健康福祉課 保健医療係　☎６７- ２１１６
国民健康保険税に関すること　　　　 … 税務町民課 税務係　　　☎６７- ２１０７

こども家庭庁公式ホームページ
「子ども・子育て支援金制度について」

【子ども・子育て支援金の主な使い道】【子ども・子育て支援金の主な使い道】

◆児童手当の拡充

◆妊婦のための支援給付事業の創設

・対象…支給年齢が 15 歳（中学３年生相当）から
  　　　18 歳（高校 3 年生相当）までに拡大。
・金額…第３子以降の支給額を 15,000 円から
　　　  30,000 円に増額。
※令和６年 10 月から拡充

　全ての妊婦を対象に、妊娠中から出産後まで継
続的な相談支援に加え、経済的負担の軽減を目的
として合計 100,000 円（妊娠届出時に 50,000 円、
出産時に 50,000 円）が支給される制度。
※令和７年度から実施

こども家庭庁公式 note
「最近話題の『子ども・子育て

支援金制度』について」

令和８年度新設
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６
月
５
日
は
、
朝
日
町
空
気
の
日

空
気
の
恩
恵
に
感
謝

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
初
日
の
６
月
６

日
の
夜
、
空
気
神
社
周
辺
の
木
々

を
照
ら
す
空
気
神
社
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
勢
の
人
々
が
訪
れ
、
点
灯
の
瞬

間
に
は
感
動
の
声
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

点
灯
後
に
は
「
み
こ
の
舞
」
が

奉
納
さ
れ
、
音
と
光
が
織
り
な
す

幻
想
的
な
空
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
８
月
31
日
ま

で
、
毎
日
19
時
か
ら
21
時
の
間
に

点
灯
し
て
い
ま
す
。

※�

悪
天
候
時
は
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

空
気
神
社
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

「
空
気
の
森

音
と
光
の
ハ
ー
ト
ピ
ア
」

空
気
ま
つ
り

（
６
月
５
日
〜
７
日
）

　
「
朝
日
町
空
気
の
日
」
で
あ
る
６

月
5
日
と
最
寄
り
の
土
日
に
開
催

さ
れ
る
空
気
ま
つ
り
。
空
気
神
社

周
辺
で
「
空
気
」
や
「
自
然
」
に

ち
な
ん
だ
多
く
の
関
連
事
業
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
５
m
四

方
の
ス
テ
ン
レ
ス
で
で
き
た
神
社

の
鏡
面
上
で
は
、
和
合
地
区
の
小

学
生
３
人
に
よ
る
「
み
こ
の
舞
」

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
過
去
最
高
と
な
る
約

３
８
０
０
人
の
来
場
が
あ
り
、
訪
れ

た
人
々
は
、
美
し
い
新
緑
と
清
ら
か

な
空
気
に
癒
や
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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寒河江・西村山地区
グラウンドゴルフ交流大会

　だれもが気軽に森に触れる機会をつくることを目的に、世界
各地で展開されているイベント「GotoForest!」。朝日町総合
産業開発主催のもと、りんご温泉裏山を会場に開催されました。
　当日朝にクマの目撃情報があったため、内容を変更しての
開催となりましたが、参加者 33 人は花畑の探検や山菜採り
体験、自然の中でのフィールドビンゴなどを楽しみました。
　参加者は「リラックスしてのびのびした気持ちになった」
と、満足そうに話していました。

　第 28 回寒河江・西村山地区グラウンドゴルフ交流大会が、
西部公民館グラウンドゴルフ場を会場に開催されました。
　毎年輪番で、西村山地区の各市町で開催されている大会。5
市町から134 人が参加し、計24ホールで競技を楽しみました。
　日中、気温も上がるなか、参加者同士で「惜しい！」「ナ
イスショット！」など声をかけ合い、にぎやかにコースを
回っていました。

　営農知識の向上と農家同士の親睦を図ることを目的とし
た講習会「りんごの郷みらい塾」が役場大ホールで行われ、
20 人が参加しました。
　今回のテーマは「農作業における安全確保」。農機具を使
用する際の留意事項や、西村山広域行政事務組合の隊員か
ら救急救命の方法などを学びました。
　万が一の場合にも適切な対処ができるよう、参加者は集
中した面持ちで緊急時の対処方法を実践していました。

　進学を控えた３年生に、１年生が毎年「合格りんご」を
贈る活動をしている朝日中学校。総合的な学習の時間で、
町の特産品であるりんごについて理解を深めながら、合格
りんごを収穫するまでの作業を体験します。
　今回は、町農林振興課の職員から町内のりんご産業の現
状などを教わった後、学校北側にあるりんご園で摘果作業
を行いました。生徒は「文字がきれいに浮かび上がるりん
ごになるよう、丁寧に作業をしたい」と意気込んでいました。

　朝日町に興味のある方を対象に、地域おこし協力隊など
のゲストとの交流を通じ、町の魅力を伝えるイベント「み
んなでつくる朝日町の未来ナイト」が東京都中央区八重洲
にて開催され、32 人の方が参加しました。
　このイベントは、関係人口の創出と、７月に町で行われ
るおためし地域おこし協力隊の参加者募集に向け企画した
もの。参加者は、ワークショップや交流会を通じ、「ぜひ夏
には朝日町に行ってみたい」と語り合っていました。

　村山地区交通安全対策協議会が主催する「春の交通安全
キャラバン」啓発教室が、西五百川小学校と大谷小学校で
開かれました。
　この教室は、子どもたちの交通安全に対する意識の向上を
目的として開催されています。当日は、交通安全専門指導員
による寸劇でのデモンストレーションや、児童への啓発物品
の贈呈が行われました。児童たちは真剣なまなざしで観劇し、
どのような行動が事故防止につながるかを学んでいました。

　チームの絆を深めるとともに、他チームとの交流を図る町
スポーツ少年団本部結団式が、町民体育館で開催されました。
　今年は６団体９チームが参加。３分間で跳んだ回数の合計
を競う「時間跳び」と、連続で跳んだ回数を競う「連続跳び」
の２種類の大縄跳びを実施し、連続跳び部門では、宮宿男子
ミニバスケ A チームが大会新記録となる 140 回を記録しま
した。子どもたちは、他チームが競技を行っている間も声を
かけ合って応援し、会場は大いに盛り上がっていました。
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自然を身近に感じてリラックス

和気あいあいとホールを狙う

安全な農作業を行えるように

「合格りんご」の収穫に向けて

首都圏で朝日町に関心を持つ方が集まる

身の安全を守るために

団員同士の絆を深め、交流を広げる

G
ゴ ー  ト ゥ  フ ォ レ ス ト

otoForest！ 2026

第１回 りんごの郷みらい塾

朝日中１年生 摘果作業

みんなでつくる朝日町の未来ナイト

春の交通安全キャラバン

朝日町スポーツ少年団本部結団式

▲�交通安全専門指導員による寸劇
の様子（西五百川小学校）

ガーデン花野にて、参加者みんなで GotoForest ポーズ！

二人一組で AED の正しい使い方を学びます

　町特産のりんごの PR を目的として、樹１本・１口６万円
でオーナーを募集する「りんごの樹オーナー制」。その開園
式と摘果作業が、町内のりんご農家４園地で開催され、42
人のオーナーとその家族、合計約 150 人が参加しました。
　志藤修治さん（栗木沢）の園地には、オーナー 10 人と
その家族が参加。栃木県からの参加者は、「自分で手をかけ
たりんごはよりおいしく感じるし、おすそ分けするときも
自分が育てたと言えるのが良い」とにこやかに語りました。

5
24

ひとつひとつ丁寧に果実を摘む

りんごの樹オーナー制開園式
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　Asahi 自然観グラウンドゴルフ場を会場に、67 回目を数
える町民グラウンドゴルフ大会「春の陣」が開催され、44
人が参加しました。同大会は町グラウンドゴルフ協会（阿
部登会長）が主催するもので、毎年春の陣・秋の陣の２回
を実施しています。
　当日は日差しが強く、気温も非常に高くなったなか、参
加者はお互いのショットをたたえ合いながら各コースを巡
り、ベストスコアを狙っていました。

　山形市にある保育園「マイ・キンダーガーデン」の園児
たちが、椹平の棚田（能中）にある深田祐亮さんの田んぼ
で田植え体験を行いました。
　約 20 人の園児たちは、先生たちに手を引かれ、ゆっく
りと田んぼに足を踏み入れました。人生初の田植えに、最
初は恐る恐る進んでいた子どもたち。少しすると慣れてき
た様子で、自分から率先して田んぼの中を歩いて苗を植え
ていました。感想を尋ねると、園児たちは「歩くのが難しかっ
たけれど楽しかった」と笑顔で答えてくれました。

　ゲストハウス松本亭一農舎（常盤）にて、ヨモギ餅を手
作りして味わうイベントが開催されました。
　このイベントは、松本亭を拠点に活動する地域おこし協
力隊が、地域の方々の協力を得て企画したもの。町内外か
ら約 40 人が参加し、杵と臼を使って自ら餅をつき、その
場で出来立てを味わいました。参加者は「とてもいい経験
ができた。餅も柔らかく、ヨモギもいい香り」と、おいし
そうにヨモギ餅をほおばっていました。

6
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5
29

5
30

晴天の中で和気あいあいと競い合う

どろんこでも笑顔はじける

春の味を手作りで楽しむ

町民グラウンドゴルフ大会

椹
くぬぎだいら

平の棚田で田植え体験

ヨモギ餅で春を味わおう！

令和６年 11 月 25 日からボツワナ共和国に海外協力隊※として派遣中の菅井嘉代さん
（元朝日中学校特別支援学級教職員／小原区）が、現地での生活などを語ります。
※独立行政法人 国際協力機構「JICA」による取り組み。

第６回 ボツワナのくだもの
このほかの活動記録はこちら▶

JICA海外協力隊JICA海外協力隊

アフリカ滞在記アフリカ滞在記

　ドュメラン !（現地の言葉でこんにちは）
　今、ボツワナは冬で朝晩は特に寒く、最低気温は 5 度
ほどです。今回はボツワナの果実を紹介します。 
　ボツワナの果実といえば「マルーラ」が有名です。1 月
の盛夏になると（日本とは季節が逆）、大きな木の下に梅
のような実がたくさん落ちています。ビタミンCが豊富で、
マルーラ酒やジュース、ジャムなどの食品、さらにオイル
やクリームなどの化粧品にも利用されています。
　先日、ボツワナ西部のカラハリ砂漠でサン族の一家に
会いました。彼らは砂漠に自生する植物の根や葉を薬と
して活用しています。そこでブッシュメロンを頂きまし
た。見た目や味はキュウリですが、スイカの香りがしま
した。スイカの起源はボツワナとされる説もあり、私の
好きなスイカの原種を味わえたことに感動しました（ス
イカは野菜に分類されるようです）。 

　また最近、南アフリカに近いボツワナの村でりんご栽
培が始まっていることを知りました。ボツワナの農業の
今後が楽しみです。

◀�マルーラの実は食品や化粧
品に加工され、お土産とし
て販売されています

▼�カラハリ砂漠で出会ったサ
ン族。手前の実がブッシュ
メロンです

　四ノ沢区の子ども会活動の一環として、四ノ沢堰を舞台
に手作りの船を使った船流しが行われました。
　四ノ沢区育成会の大人の皆さんが子どもの頃に行ってい
た行事で、「とても楽しかったと記憶に強く残っている。今
の子どもたちにも同じように楽しんでほしい」という思い
から、約 30 年ぶりに復活させたもの。当日は保育園児か
ら中学生までの 13 人の子どもたちが参加しました。
　木材やペットボトルなどを材料にして思い思いに作られ
た個性あふれる船には、それぞれの工夫が満載。布で作っ
た帆を張ったり、船体の下に水かきを取り付けたりと、独
自のこだわりが見られました。
　子どもたちは４グループに分かれて堰に船を放流。雨が
降る時間帯もありましたが、天気に負けず、熱のこもった
視線と声援で自分たちの船の健闘を後押ししていました。
　船流し終了後は公民館に移動して、表彰式と手作りのハ
ンバーガー、パフェでお疲れ様会を実施。参加した子ども
たちからは「船流しも、その後にみんなで食べるご飯も、どっ
ちも楽しかった。船はちゃんと流れてくれたが、もっと速
く流したかった。来年リベンジしたい」と、楽しそうに感
想を教えてくれました。

5
24

手作りの船、どれがいちばん速いかな

四ノ沢区 船流し
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株式会社アサヒ技研

有限会社近江屋

大東建設株式会社

有限会社朝日町ワイン

西松屋菓子店

りんご温泉

道の駅あさひまち りんごの森

セブンイレブン朝日町宮宿店特別養護老人ホームふれあい荘

JA さがえ西村山農協
朝日営農生活センター

朝日町健康工房ロイフェン

株式会社朝日相扶製作所

　椅子の張り替え作業では、フレー
ムと布地を剝がす工程がありました
が、曲面も多く、たくさんの留め具
を外すのは難しかったです。大変な
作業も多かったですが、コツなどを
教えていただいてどんどん上達でき、
それがやりがいにつながりました。

　慣れない作業にも真剣に取り組ん
でくれました。明るく元気いっぱいの
２人から、たくさん元気をチャージさ
せてもらいました。

株式会社朝日相扶製作所 より 株式会社アサヒ技研 より 特別養護老人ホームふれあい荘 より

株式会社朝日相扶製作所
◇家具製品の組み立て など

　目線の高さや声の大きさなど、普
段友達と話す時とは全く違うことを
意識したコミュニケーションが難し
かったです。
　施設利用者の皆さんが、私たちと
の交流を「うれしい」と言ってくれ
て、そこにやりがいを感じました。

　入所者の皆さんとの会話やふれあ
いでは笑顔もあり、楽しい様子が伺
えました。入所者の皆さんにも、い
つもとは違った明るい表情が見られ
ました。

特別養護老人ホームふれあい荘
◇入居者との交流・介助 など

　3 日間を通して、いろいろな機械
の使い方などを学び、最終日には筆
箱を作りました。途中で使った金属
板を曲げる機械で、指を挟んだらと
考えるだけで怖かったですが、優し
く丁寧に使い方を教えていただき、
楽しく製作できました。

　大変な作業がたくさんありました
が、最後まで一生懸命に取り組んで
いました。3 日間の体験を通して、
ものづくりの楽しさが伝わっていれ
ばうれしいです。

株式会社アサヒ技研
◇金属製品の加工 など
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　前々回（2025 年 10 月号）、前回（2026 年 2 月号）では
地球温暖化の現状や、その原因とされる CO₂（二酸化炭素）
の排出について取り上げてきました。そして、これらの課題
の解決策が CO₂ の排出を減らしていく、つまり「ゼロカーボ
ン」へ向けた取り組みです。
　“ ゼロカーボン ” と聞くと、「なんだか難しそう」「大がか
りな取り組みが必要」などと感じる方もいるかもしれません。
ですが実際には、私たちの日々の暮らしの中にも、ゼロカー
ボン実現へのヒントがいくつも隠れています。

　下記に身近に取り組めるゼロカーボンにつながるアクショ
ンをピックアップしてみました。こうして見ると、皆さんが
既に取り組まれているようなことも少なくないのではないで
しょうか。
　家庭で、学校で、職場で、このような「ゼロカーボンアクショ
ン」を見つけて実行してみましょう。そして、周りの人たち
にもこういったアクションや、ゼロカーボン実現の重要性を
広げていきましょう。

町で活動する県外の民間人材が、町民の皆さんに知ってほしいことを掲載します。

身近なゼロカーボンアクション
【今月の担当】株式会社 アール・エ北陸

ゼロカーボン実現へ、小さなアクションでも着実に積み重ねていきましょう。

＊�
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※ 1…13.5kW の太陽光パネルを設置した場合で試算　※２…無理のない範囲で行ってください

今日からできる！
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次
元
の
挿

し
木
／
松
下
龍
之
介　

▼
鬼
門
の

村
／
櫛
木
理
宇　

▼
食
堂
巡
礼
／

小
川
糸　
▼
天
国
で
の
暮
ら
し
は
ど

う
で
す
か
２
／
中
山
有
香
里　
▼
親

友
は
山
に
消
え
た
／
小
林
元
喜　
▼

知
ら
な
い
間
に
嫌
わ
れ
る
言
葉
、
話

す
た
び
に
好
か
れ
る
言
葉
／
つ
み
き

ち　
▼
生
態
が
よ
く
わ
か
る
ク
ラ
ゲ

図
鑑
／
鶴
岡
市
立
加
茂
水
族
館　
▼

隕
石
の
ひ
み
つ
―
知
る
ほ
ど
お
も
し

ろ
い
宇
宙
か
ら
の
贈
り
物
の
ナ
ゾ
―

／
阿
部
新
助　
▼
パ
ン
ダ
の
お
さ
じ

と
ぱ
ん
だ
っ
こ
ち
ゃ
ん
／
柴
田
ケ
イ

コ　
▼
空
港
の
ひ
み
つ
―
知
る
ほ
ど

お
も
し
ろ
い
施
設
や
は
た
ら
き
の
魅

力
―　

▼
1
0
0
こ
の
た
ま
ご
モ

ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
に
な
れ
る
か
な
？
／

ク
ォ
ン
・
ヒ
ョ
ク
ト　
▼
い
ろ
い
ろ

色
の
は
じ
ま
り
／
田
中
陵
二　
ほ
か

【ブックテーマコーナー】
追悼

佐藤愛子さん

町地域おこし協力隊と桃色ウサヒの「中の人」こと、
佐藤恒平情報交流総合アドバイザーによる連載コーナー。
日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。

地域おこし協力隊　丸
ま る

岡
お か

 正
ま さ

信
の ぶ

さん　退任あいさつ
　2024 年６月より「デジタルサポート推進員」として活動してきた丸岡正信隊員が、５月
末をもって地域おこし協力隊退任となりました。
　丸岡隊員は、みんなの居場所すぽっとや各地区公民館などでのスマホ使い方相談会の実施
など、町内のデジタルデバイド（デジタル知識の不足による情報格差）解消に向けて取り組
みました。

【丸岡 正信さんより】
　このたび、一身上の都合により、地域おこし協力隊を退任することとなりました。
　2024 年に着任してからの２年間、スマートフォンの使い方相談を通じて、多くの
町民の皆さまとお会いし、交流する機会をいただきました。操作方法を一緒に確認し
たり、問題の解決や新しいことに挑戦するお手伝いをさせていただいたりするなかで、

私自身も多くの学びとあたたかい言葉や励ましをいただきました。
　本来、地域おこし協力隊の任期は最長３年ですが、志半ばで退任することとなり、ご期待に十分お応えできなかっ
たことを心苦しく感じております。それでも、皆さまが気軽に声をかけてくださり、あたたかく受け入れてくださっ
たおかげで、充実した２年間を過ごすことができました。
　朝日町で出会った皆さまとのご縁は、私にとってかけがえのない財産です。これまで支えてくださった町民の皆
さま、関係者の皆さまに心より感謝申し上げます。
　朝日町のますますの発展と、皆さまのご健勝、ご多幸をお祈りしています。２年間、本当にありがとうございました。

　
ま
た
、
朝
日
町
公
式
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
の
運
用
も
続
け
て
お
り
、
こ
の

た
び
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
8
0
0
人
を

突
破
し
ま
し
た
。
朝
日
町
の
四
季
の

風
景
や
暮
ら
し
の
魅
力
を
発
信
す
る

な
か
で
、「
い
い
ね
！
」
や
あ
た
た

か
い
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
く
た
び

に
、
町
の
魅
力
が
少
し
ず
つ
遠
く
ま

で
届
い
て
い
る
ん
だ
な
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

　
残
り
の
任
期
も
ま
だ
ま
だ
イ
ベ
ン

ト
を
仕
掛
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

「
次
は
何
を
や
る
ん
だ
ろ
う
」
と
楽

し
み
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
精

い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
日
々
支
え
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん

へ
の
感
謝
を
胸
に
、
最
後
の
一
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

気付けば３年目 よろしくお願いします！
にぎわい創出推進員 ( 地域おこし協力隊 )　工

く

藤
ど う

 大
だ い

輔
す け

（西川町出身）

　
気
づ
け
ば
協
力
隊
3
年
目
、
い
よ

い
よ
最
後
の
一
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
松
本
亭
一
農
舎
を

拠
点
に
、
春
夏
秋
冬
、
そ
れ
ぞ
れ
の

季
節
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画・

開
催
し
て
き
ま
し
た
。
先
日
も
40
人

近
く
の
方
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
り
、

会
場
は
あ
っ
と
い
う
間
に
笑
顔
と
に

ぎ
わ
い
で
い
っ
ぱ
い
に
。
準
備
す
る

側
の
は
ず
が
、
気
づ
け
ば
私
自
身
が

一
番
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
参
加
し

て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
笑
顔
や
、
そ

の
場
で
生
ま
れ
る
会
話
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
が
、
こ
の
活
動
を
続
け
る
何
よ

り
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▶朝日町公式 Instagram
　こちらからご覧ください

▲ヨモギ餅、おいしくできました
　（５月 30 日イベントにて）
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　かつては山居沢の近くにあり、地域の人々からは「おぐまん様」と親しまれていた神社でしたが、
平成 9 年春の豪雨により山居沢の崩壊があり、社殿の土台間際まで崩れてしまったので、平成 10 年
春に現在地に移転されたものです。
　移転の際に見つかった古い棟札には『…享

きょうほう

保十二年…奉再営熊
野三所宮壱宇二世之□□満所…願主圓通庵四代雪庭禅師』とあり、
享保 12（1727）年以前から祀

まつ

られていたことや、熊
く ま の ほ ん ぐ う た い し ゃ

野本宮大社、
熊
く ま の は や た ま た い し ゃ

野速玉大社、熊
く ま の な ち た い し ゃ

野那智大社の熊野三社を祀った熊野三所宮とい
うこと、さらに前田沢にあった円

えんつうあん

通庵との関わりがあったことな
どが分かっています。

朝
日
町
の

神
社
と
御
堂

熊
く ま

野
の

三
さ ん

所
し ょ

宮
み や

神社（前田沢）第37回
 【所在地】宮宿前田沢集落の東側の山すそ、観音堂の右手にある

�

― 

町
全
体
が
博
物
館
　
朝
日
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

― 　『熊野三社』っていうのは、和歌山県にある3つの神社、熊野本宮大社、熊野速玉大社、熊
野那智大社の総称なんだ。今は世界遺産にも登録されていて、サッカー日本代表のマークでお
なじみの「八

や た が ら す

咫烏」が神様の使いとして祀られていることでも有名だね。

ウサヒのゆるっと解説

全身の健康は
歯と口の健康から！

【 令和８年度 第３回 】今月の担当 … 木村 朋恵 主査

５月１日～５月 31 日届出

（380）

(※外国人を含む)

●令和８年　５月31日 現在 ※(　)内は先月比

人口と世帯数Population

------ ５月中の異動 -----
出生
死亡

０人
６人

転入
転出

３人
４人

人　口 5,544 人 (－ ７)
男 2,779 人 (－ ２)
女 2,765 人 (－ ５)

世帯数 2,263 世帯 (－ １)

区　名 死亡者氏名 世帯主名
やすらかにObituaries

長　沼	 海　野　　　満	 コウ子
八ツ沼	 小　松　あさ子	 斎　治
栗木沢	 遠　藤　正　子	 喜右衛門
松　程	 鈴　木　弘　巳	 エ　バ
助ノ巻	 布　施　三代子	 　敏

　本誌の先月号（2026 年 5 月号）の裏表紙に記載
の Asahi 自然観の電話番号について、下記のとおり
誤りがありました。
　お詫びして訂正いたします。

【誤】８４- ７１１１　　　【正】８３- ７１１１

お詫びと訂正

業
務
体
制
欄
に
担
当
職
員
名
を

掲
載
し
て
ほ
し
い

広
報
あ
さ
ひ
ま
ち
４
月
号
を
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

業
務
体
制
欄
は
幹
部
職
員
の
み
で
し
た
。
各

課
の
体
制
も
係
名
と
業
務
内
容
だ
け
で
、
担
当

職
員
名
が
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ
な
町
で
す
し
、

担
当
職
員
名
を
書
い
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
、

親
し
み
の
わ
く
情
報
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

新
年
度
体
制
の
紹
介
欄
に
つ
き
ま
し
て
は
、

近
年
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
な
ど
か

ら
、
全
国
的
に
職
員
の
氏
名
は
掲
載
し
な
い
と

い
う
自
治
体
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
広
報
あ
さ

ひ
ま
ち
は
町
内
全
戸
に
配
布
の
ほ
か
、
だ
れ
で

も
見
ら
れ
る
形
で
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
個
人
名
を
掲
載
す
る
こ

と
で
、
当
町
の
職
員
に
対
す
る
不
審
な
電
話
が

あ
る
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
状
況
を
受
け
、
広
報
委
員
会
が

掲
載
内
容
を
協
議
し
た
結
果
、
全
職
員
の
氏
名

掲
載
は
せ
ず
、
幹
部
職
員
と
各
課
・
各
係
の
業

務
内
容
を
詳
し
く
紹
介
す
る
現
在
の
形
に
な
り

ま
し
た
。

　

掲
載
内
容
の
大
き
な
変
更
と
な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
が
あ
る
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
不
特
定
多
数
の
目
に
触
れ
る
広

報
紙
へ
の
職
員
名
掲
載
は
、
安
全
保
護
の
観
点

か
ら
今
後
も
行
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
何
卒
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
政
策
推
進
課　
総
合
政
策
情
報
係
】

みなさんからのおたよりなどでつくるコーナーです。
町に対する意見や要望、質問、提案などをお寄せください。
無記名での投書に対しては、事実関係の確認が難しく、回答できない場合もありますので
ご了承ください。
〒990-1442　朝日町大字宮宿1115番地
　　　　　　　朝日町役場 政策推進課 総合政策情報係 ☎67-2112
　　　　　　　メール／inform@town.asahi.yamagata.jp

　
６
月
は「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

が
あ
り
ま
す
。
全
身
の
健
康
に
つ

な
が
る
、
お
口
の
健
康
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
全
国
の
歯
科
保
健
を
取
り
巻
く

調
査
に
よ
る
と
、
３
歳
児
お
よ
び

12
歳
児
の
一
人
当
た
り
の
平
均
虫

歯
数
と
虫
歯
有
病
率
は
年
々
減
少

し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
成
人
期

の
口
腔
の
健
康
課
題
と
し
て
、
中

等
度
以
上
（
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
４
㎜

以
上
）
の
歯
周
病
が
み
ら
れ
る
方

は
２
人
に
１
人
程
度
と
、
高
い
割

合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
は
日
本
人
の
歯
を
失

う
原
因
の
第
１
位
で
す
。
朝
日
町

の
介
護
予
防
・
日
常
生
活
ニ
ー
ズ

調
査
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

し
た
65
歳
以
上
で
「
自
分
の
歯
の

数
が
19
本
以
下
」
と
答
え
た
方
の

割
合
は
49
・
4
％
で
し
た
。
歯
周

病
に
起
因
す
る
場
合
も
多
く
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
歯
周
病
は
、

糖
尿
病
、動
脈
硬
化
、心
筋
梗
塞
、

狭
心
症
、
脳
梗
塞
、
腎
臓
病
な
ど

の
全
身
疾
患
と
の
関
連
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歯
が
失

わ
れ
る
と
周
り
の
歯
が
動
き
、
か

み
合
わ
せ
が
悪
く
な
る
こ
と
で
、

全
身
の
力
が
入
り
に
く
く
な
っ

た
り
、
歩
行
が
不
安
定
に
な
っ
た

り
す
る
ほ
か
、
肩
こ
り
や
頭
痛
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
十
分
に
か

め
な
い
こ
と
に
よ
る
栄
養
不
足

な
ど
か
ら
健
康
を
損
な
う
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

歯
周
病
の
予
防
や
治
療
を
行

う
こ
と
は
、
全
身
の
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
の
リ
ス
ク
軽
減
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
朝
日
町
で
は
、「
歯

周
病
検
診
」
を
20
歳
か
ら
10
歳

刻
み
で
70
歳
の
方
ま
で
実
施
し

て
お
り
、
受
診
率
は
18
％
程
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
調
査
で
は
、
若
年
層
で

歯
周
病
の
増
加
が
あ
る
も
の
の
、

30
～
50
歳
未
満
の
男
性
の
歯
科

検
診
の
受
診
率
が
低
く
、
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
も
大
人
も
、
毎
日
の
歯

や
口
の
セ
ル
フ
ケ
ア
を
続
け
る
こ

と
が
、
将
来
の
生
活
習
慣
病
な
ど

の
予
防
に
な
り
ま
す
。

　

歯
周
病
検
診
を
活
用
す
る
と

と
も
に
、
定
期
的
な
歯
科
受
診

に
よ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

ケ
ア
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
生

涯
を
通
じ
た
歯
の
健
康
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

▼
健
康
福
祉
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
67
－
2
1
5
6
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Instagram ▶ホームページ▶ 町公式ホームページ内 “ まちの写真館 ” および町公式 Instagram には、
本紙の記事に関連した写真や動画を掲載しています。ぜひご覧ください

　

今
月
も
、
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。
特
集
し
た

星
の
会
が
主
催
す
る
す
ん
た
く
市
、
四

ノ
沢
区
で
の
船
流
し
、
そ
し
て
空
気
ま

つ
り
な
ど
、話
題
の
尽
き
な
い
月
で
し
た
。

広
報
を
担
当
し
て
、
町
や
地
区
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
す
る
方
々
や
団
体
の
活
動

を
間
近
で
見
る
こ
と
も
多
く
な
り
、
こ

れ
か
ら
も
そ
の
盛
り
上
が
り
を
広
報
紙

を
通
じ
て
、
余
す
こ
と
な
く
伝
え
て
い

き
た
い
と
再
度
決
意
し
た
月
で
し
た
。

　

町
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、
そ

の
盛
り
上
が
り
を
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
発
信
し
て
い
ま
す
。
S
N
S
で
も
イ

ベ
ン
ト
の
情
報
や
模
様
を
お
届
け
し
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
、
初
め
て
西
五
百
川
小

学
校
の
す
も
う
大
会
を
拝
見
し
ま
し
た
。

児
童
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
四
股
名
ま

で
考
え
て
い
る
本
格
ぶ
り
に
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。
取
組
中
も
、
写
真
を
撮
り
な

が
ら
思
わ
ず
「
す
ご
い
！
」
と
声
が
出

て
し
ま
う
ほ
ど
迫
力
が
あ
り
、
と
て
も

素
晴
ら
し
い
も
の
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
児
童
の
皆
さ
ん
、
先
生
方
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
、
本

当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。　
白
田　
一
暉

春夏秋冬

　
西
五
百
川
小
学
校
に
て
、
西

村
山
地
区
で
唯
一
の
す
も
う
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
60
年
以

上
続
く
伝
統
的
な
大
会
で
、
全

校
児
童
は
東
方
と
西
方
に
分
か

れ
、
上
学
年
と
下
学
年
ご
と
に

「
一
本
勝
負
」と「
勝
ち
抜
き
戦
」

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
や
先
生
方
の
指

導
の
も
と
、
練
習
を
重
ね
て

き
た
子
ど
も
た
ち
。
相
手
に

負
け
ま
い
と
す
る
気
迫
が
ぶ

つ
か
り
合
い
、
東
西
一
歩
も

譲
ら
ぬ
一
進
一
退
の
取
組
が

行
わ
れ
、
応
援
に
来
た
家
族

や
地
域
の
方
の
目
を
く
ぎ
付

け
に
し
て
い
ま
し
た
。

西
五
百
川
小
す
も
う 

大
会
６
月
４
日

町の盛り上がりを
追いかけて


